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議
員

核
家
族
化
の
進
行
や

都
市
化
の
進
展
等
に
よ
り
家

庭
や
地
域
で
の
子
育
て
力
が

低
下
し
て
お
り
、
子
供
を
産

み
育
て
る
う
え
で
の
環
境
整

備
が
重
要
と
考
え
る
。
市
長

は
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
や
所
信
表

明
に
お
い
て
、
子
育
て
に
関

す
る
事
業
の
推
進
や
施
策
の

充
実
を
図
る
と
し
て
い
る
が
、

ど
の
よ
う
に
事
業
を
展
開
し

て
い
く
の
か
聞
き
た
い
。

健
康
福
祉
部
長

従
来
の「
平

塚
市
児
童
育
成
計
画
」
に
、

母
子
保
健
、
教
育
環
境
な
ど

の
施
策
事
業
を
幅
広
く
加
え

た
「
平
塚
市
次
世
代
育
成
支

援
行
動
計
画
」
を
十
七
年
度

に
作
成
し
て
お
り
、
そ
の
中

で
二
十
一
年
度
ま
で
の
具
体

的
目
標
を
掲
げ
、二
二
施
策
、

一
〇
九
の
事
業
を
展
開
し
て

い
る
。
ま
た
、
平
塚
市
総
合

計
画
第
一
次
実
施
計
画
の
中

で
、
民
間
保
育
所
施
設
整
備

支
援
事
業
や
特
別
保
育
事
業

な
ど
七
事
業
を
二
十
一
年
度

ま
で
の
三
か
年
の
重
点
施
策

と
位
置
づ
け
て
い
る
。

議
員

共
働
き
世
帯
と
在
宅

で
子
育
て
し
て
い
る
世
帯
へ

の
子
育
て
支
援
に
対
す
る
本

市
の
考
え
を
聞
き
た
い
。

健
康
福
祉
部
長

共
働
き
世

帯
に
対
し
て
は
、
保
育
所
へ

の
円
滑
な
入
所
や
特
定
保
育
、

延
長
保
育
な
ど
を
推
進
し
、

在
宅
で
子
育
て
し
て
い
る
家

庭
に
対
し
て
は
、
育
児
不
安

な
ど
に
関
す
る
相
談
支
援
や

地
域
の
子
育
て
関
連
情
報
を

提
供
す
る
等
の
つ
ど
い
の
広

場
事
業
を
推
進
す
る
こ
と
な

ど
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。

議
員

県
の
子
育
て
支
援
策

と
し
て
、
平
成
十
九
年
十
月

一
日
か
ら
神
奈
川
県
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
推
進
条
例
に
基

づ
く
事
業
者
へ
の
認
証
制
度

が
開
始
す
る
が
、
こ
の
制
度

の
内
容
を
伺
い
た
い
。

健
康
福
祉
部
長

従
業
員
の

た
め
の
子
供
・
子
育
て
支
援

に
取
り
組
む
体
制
等
を
整
え

て
い
る
事
業
者
で
あ
る
こ
と

を
県
が
認
証
し
、
取
り
組
み

状
況
を
登
録
す
る
制
度
で
あ

る
。

議
員

こ
の
制
度
に
対
し
て

本
市
は
ど
の
よ
う
に
対
応
す

る
考
え
な
の
か
聞
き
た
い
。

健
康
福
祉
部
長

こ
の
制
度

は
少
子
化
対
策
と
し
て
有
効

で
あ
る
と
考
え
る
た
め
、
関

係
部
署
と
連
携
し
な
が
ら
周

知
・
啓
発
を
積
極
的
に
推
進

し
て
い
き
た
い
。

議
員

妊
娠
・
子
育
て
に
よ

り
経
済
的
負
担
が
増
え
る
反

面
、
収
入
が
減
少
す
る
場
合

も
少
な
く
な
い
。
安
心
し
て

出
産
で
き
る
よ
う
、
妊
娠
中

の
支
援
に
つ
い
て
本
市
の
取

り
組
み
を
聞
き
た
い
。

健
康
福
祉
部
長

合
併
症
等

の
異
常
の
早
期
発
見
に
よ
る

適
切
な
措
置
と
、
充
実
し
た

保
健
指
導
を
行
う
こ
と
が
重

要
と
考
え
る
。
現
在
、
妊
娠

中
の
健
康
診
査
を
二
回
公
費

負
担
し
て
い
る
が
、
今
後
は

負
担
回
数
の
増
加
に
努
め
て

い
き
た
い
。
ま
た
、
マ
タ
ニ

テ
ィ
ー
マ
ー
ク
の
普
及
や
妊

婦
に
対
す
る
配
慮
の
啓
発
活

動
な
ど
、
援
助
策
と
の
関
係

も
含
め
、
子
育
て
支
援
策
全

体
の
中
で
考
え
て
い
く
。

議
員

不
妊
治
療
の
経
済
的

負
担
の
軽
減
等
を
図
る
た
め
、

県
で
は
平
成
十
六
年
十
月
か

ら
神
奈
川
県
特
定
不
妊
治
療

費
助
成
事
業
を
実
施
し
て
い

る
。
こ
の
事
業
は
十
九
年
度

に
変
更
さ
れ
た
と
聞
く
が
そ

の
内
容
を
伺
い
た
い
。

健
康
福
祉
部
長

所
得
制
限

が
六
五
〇
万
円
未
満
か
ら
七

三
〇
万
円
未
満
へ
と
緩
和
さ

れ
、
年
間
の
助
成
回
数
が
一

回
か
ら
二
回
、
期
間
が
二
年

か
ら
五
年
へ
と
拡
充
さ
れ
た
。

議
員

今
後
の
本
市
の
支
援

策
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

健
康
福
祉
部
長

精
神
的
な

圧
迫
に
対
す
る
心
の
ケ
ア
が

重
要
と
考
え
て
お
り
、
助
産

師
に
よ
る
訪
問
相
談
の
充
実

強
化
に
努
め
て
い
き
た
い
。

議
員

近
年
、
児
童
へ
の
虐

待
は
多
様
化
し
、
深
刻
化
し

て
い
る
。
市
が
早
期
発
見
や

対
応
、
援
助
等
の
役
割
を
担

う
た
め
に
は
、
児
童
相
談
所

と
の
連
携
が
不
可
欠
と
考
え

る
が
、
本
市
の
取
り
組
み
状

況
を
聞
き
た
い
。

健
康
福
祉
部
長

市
は
、
通

告
・
調
査
・
介
入
・
援
助
の

各
段
階
で
児
童
相
談
所
へ
の

報
告
や
協
力
要
請
を
行
う
な

ど
、
連
携
を
図
っ
て
い
る
。

ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
が
受
け
た

児
童
虐
待
の
通
告
に
つ
い
て
、

定
期
的
に
進
捗
状
況
の
確
認

や
情
報
交
換
を
行
い
、
相
互

の
実
態
把
握
に
努
め
て
い
る
。

議
員

虐
待
防
止
の
た
め
、

親
が
育
児
等
の
悩
み
を
相
談

し
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
つ

い
て
の
考
え
を
聞
き
た
い
。

健
康
福
祉
部
長

専
用
の
相

談
窓
口
を
開
設
す
る
こ
と
で
、

逆
に
相
談
し
づ
ら
く
な
る
こ

と
も
考
え
ら
れ
る
。
従
来
の

育
児
相
談
窓
口
を
活
用
し
、

専
門
機
関
へ
引
き
継
ぐ
こ
と

と
し
て
い
る
。

議
員

親
に
精
神
的
な
障
害

が
あ
る
場
合
、
初
期
の
対
応

方
法
を
誤
る
と
状
況
が
悪
化

す
る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え

る
が
、
本
市
で
は
ど
の
よ
う

に
対
応
し
て
い
る
の
か
。

健
康
福
祉
部
長

専
門
的
な

知
識
や
対
応
が
必
要
な
た
め
、

保
健
福
祉
事
務
所
な
ど
専
門

機
関
に
相
談
し
、
同
行
訪
問

等
の
協
力
を
得
て
初
期
段
階

の
対
応
を
行
っ
て
い
る
。

議
員

今
後
、
一
層
高
齢
化

が
進
展
し
て
い
く
中
で
、
高

齢
者
の
生
活
機
能
の
低
下
を

早
期
に
発
見
し
対
応
す
る
こ

と
は
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で

生
き
生
き
と
暮
ら
し
続
け
る

う
え
で
重
要
だ
と
考
え
る
。

一
般
高
齢
者
に
対
す
る
介
護

予
防
事
業
の
実
施
状
況
を
伺

い
た
い
。

保
険
年
金
・
介
護
保
険
担
当

部
長
（
以
下
、
介
護
保
険
担

当
部
長
）

市
内
の
高
齢
者

を
対
象
に
、
市
直
営
ま
た
は

社
会
福
祉
法
人
等
へ
委
託
し
、

市
内
の
公
民
館
や
町
内
福
祉

村
等
で
介
護
予
防
事
業
を
実

施
し
て
い
る
。
十
八
年
度
は

三
三
一
回
実
施
し
、
延
べ
参

加
者
は
七
〇
五
二
人
で
あ
っ

た
。
委
託
事
業
の
拡
充
に
よ

り
、
十
九
年
度
も
参
加
者
数

の
増
加
を
目
指
し
て
い
く
。

議
員

介
護
予
防
事
業
の
具

体
的
内
容
を
聞
き
た
い
。

介
護
保
険
担
当
部
長

介
護

予
防
知
識
の
普
及
・
啓
発
を

目
的
と
し
て
、
健
康
教
室
や

転
倒
骨
折
予
防
事
業
、
食
生

活
改
善
指
導
事
業
を
行
う
と

と
も
に
、
地
域
に
お
け
る
自

主
的
な
介
護
予
防
活
動
の
育

成
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

議
員

地
域
に
根
ざ
し
た
介

護
予
防
事
業
を
実
施
し
て
い

く
に
は
、
地
域
の
人
材
を
発

掘
し
、
自
主
的
な
活
動
を
推

進
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考

え
る
が
、
本
市
の
見
解
を
聞

き
た
い
。

介
護
保
険
担
当
部
長

地
域

の
高
齢
者
団
体
等
か
ら
の
依

頼
に
よ
り
、
理
学
療
法
士
や

保
健
師
な
ど
が
地
域
運
動
教

室
な
ど
で
指
導
し
て
い
る
が
、

こ
れ
ら
の
団
体
を
ま
と
め
る

リ
ー
ダ
ー
の
存
在
が
不
可
欠

と
考
え
る
。
ま
た
、
地
域
運

動
教
室
等
の
参
加
者
と
の
関

係
を
強
化
し
、
自
主
的
な
活

動
が
で
き
る
よ
う
支
援
し
て

い
き
た
い
。

議
員

生
活
機
能
が
低
下
し
、

近
い
将
来
介
護
が
必
要
と
な

る
お
そ
れ
が
あ
る
高
齢
者
を

特
定
高
齢
者
と
認
定
し
て
い

る
が
、
特
定
高
齢
者
向
け
の

介
護
予
防
事
業
の
内
容
を
伺

い
た
い
。

介
護
保
険
担
当
部
長

生
活

機
能
が
低
下
し
て
い
る
と
判

定
さ
れ
た
高
齢
者
を
対
象
に
、

筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
事
業
や

介
護
予
防
運
動
教
室
事
業
、

栄
養
改
善
事
業
な
ど
を
行
う

こ
と
と
し
て
い
る
。

議
員

こ
れ
ら
の
事
業
の
参

加
者
数
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

介
護
保
険
担
当
部
長

十
八

年
度
の
延
べ
参
加
者
は
一
四

六
人
で
あ
っ
た
。
十
九
年
度

に
つ
い
て
は
基
本
健
康
診
査

に
よ
り
特
定
高
齢
者
が
増
加

し
て
い
る
こ
と
か
ら
参
加
者

も
増
加
す
る
も
の
と
見
込
ん

で
い
る
。

議
員

医
師
不
足
に
つ
い
て

は
近
隣
自
治
体
で
も
深
刻
な

状
況
の
中
、
本
院
で
も
十
八

年
度
は
内
科
系
の
医
師
が
不

足
し
た
。
市
民
に
と
っ
て
医

師
不
足
に
よ
り
診
療
が
受
け

ら
れ
な
い
こ
と
は
大
き
な
不

安
と
な
る
が
、
現
在
、
医
師

は
確
保
で
き
て
い
る
の
か
。

病
院
事
務
局
長

医
師
を
確

保
す
る
た
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
の
利
用
に
よ
る
一
般
公

募
を
実
施
し
て
き
た
。
さ
ら

に
、
関
連
大
学
病
院
の
医
局

を
通
じ
て
医
師
確
保
に
努
め
、

新
た
に
四
人
の
消
化
器
科
医

師
を
確
保
し
た
こ
と
に
よ
り
、

お
お
む
ね
充
足
で
き
た
も
の

と
考
え
る
。

議
員

患
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス

や
安
心
な
医
療
を
提
供
す
る

た
め
、
看
護
師
の
配
置
等
を

増
や
す
べ
き
と
考
え
る
が
、

看
護
師
の
確
保
策
に
つ
い
て

聞
き
た
い
。

病
院
事
務
局
長

新
卒
者
を

早
期
に
確
保
す
る
た
め
、「
看

護
学
校
長
か
ら
の
推
薦
制

度
」
を
平
成
十
九
年
六
月
に

実
施
す
る
と
と
も
に
、
通
常

の
採
用
試
験
回
数
も
増
加
さ

せ
た
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
へ
の
掲
載
の
ほ
か
、
県

内
外
の
看
護
学
校
へ
募
集
を

働
き
か
け
て
い
る
。
さ
ら
に

在
職
中
の
女
性
の
看
護
師
・

医
師
な
ど
の
離
職
防
止
策
と

し
て
、
院
内
保
育
所
の
再
開

も
検
討
し
て
い
る
。

議
員

神
奈
川
県
は
救
急
病

院
が
全
国
で
も
少
な
く
、
本

市
に
お
い
て
も
救
急
病
院
は

少
な
い
と
感
じ
る
。
現
在
の

本
市
の
救
急
医
療
体
制
を
聞

き
た
い
。

病
院
事
務
局
長

「
休
日
・

夜
間
急
患
診
療
所
」「
在
宅
・

オ
ン
コ
ー
ル
に
よ
る
休
日
診

療
」で
初
期
救
急
に
対
応
し
、

市
民
病
院
を
含
め
た
四
病
院

の
輪
番
制
に
よ
り
二
次
救
急

に
対
応
す
る
体
制
を
と
っ
て

い
る
。

議
員

市
民
病
院
で
は
、
救

急
患
者
の
受
け
入
れ
体
制
は

整
っ
て
い
る
の
か
。

病
院
事
務
局
長

平
成
十
八

年
四
月
か
ら
は
救
急
科
専
門

医
を
配
置
し
、
救
急
患
者
の

受
け
入
れ
に
万
全
を
期
し
て

い
る
。
今
後
も
さ
ら
に
救
急

科
専
門
医
の
確
保
に
努
め
、

救
急
医
療
部
門
の
強
化
を
図

っ
て
い
く
。

救
急
患
者
の
受
入
体
制

専
門
医
配
置
で
強
化

妊
娠
中
の
健
康
診
査

助
成
回
数
増
に
努
力

不
妊
治
療
の
負
担
軽
減

多多様様化化・・深深刻刻化化
児児童童へへのの虐虐待待

特
定
高
齢
者
向
け
事
業

８
・
２４
議
会
運
営
委
員
会

８
・
３１
定
例
市
議
会
初
日

〃

議
会
運
営
委
員
会

９
・
１１
定
例
市
議
会
二
日
目

９
・
１２
定
例
市
議
会
三
日
目

９
・
１３
定
例
市
議
会
四
日
目

〃

議
会
運
営
委
員
会

９
・
１４
定
例
市
議
会
五
日
目

９
・
１４
決
算
特
別
委
員
会

９
・
１９
総
務
経
済
常
任
委
員
会

〃

都
市
建
設
常
任
委
員
会

〃

総
務
経
済
委
員
協
議
会

９
・
２０
環
境
厚
生
常
任
委
員
会

〃

教
育
民
生
常
任
委
員
会

９
・
２７
議
会
運
営
委
員
会

〃

定
例
市
議
会
最
終
日

１０
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関係機関との連携対応が鍵

（�）平成��年（２００７年）��月��日

子育て支援センターでの“ジョイフルタイム”

生
活
機
能
の
低
下
防
止
へ

地
域
で
の
介
護
予
防
事
業
の
充
実
を

ひらつか議会だより

プールを利用した転倒骨折予防教室
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安安心心なな医医療療のの提提供供へへ
医医師師・・看看護護師師のの確確保保策策問問うう
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